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声を届けて動かす力！ 市や国へ要望を提出！声を届けて動かす力！ 市や国へ要望を提出！
防災 ・ 減災対策に対する要望を国交大臣に要望

未来を創る
実現するチカラ！

公明党　京都市会議員

寛容で、支え合う
あたたかな社会をめざして

公明党五大市（横浜市、名古屋市、京都市、神戸市、大阪市）政策研究会による防災・減災に
ついての国交大臣要望に同席させていただきました。
埼玉県八潮市の陥没事故等の事例を踏まえ、老朽化した下水管などのインフラ整備を一層
の加速化等を要望しました。
京都市でも近年、老朽化が原因での冠水が起きており、待ったなしの状況です。
地方から国に直接要望し、安心安全のまちづくりへ全力で取り組んでいます。

誰も取り残さない、 共生の社会を目指して提言を提出

　私たちは地域を歩き、 商店や子育て中のお母さんの声、 高齢者の声を現場で直接受け止めてきました。
公明党議員団で皆さまからの声を持ち寄り、 全員で議論を重ね今できる支援をカタチにしています。
これまでも、 電気 ・ ガス料金の負担軽減や、 給食費 ・ 生活支援金の拡充を実現してきました。

今、私たちの社会には、立場や考え方の違いから、
分断や排除が広がるような空気が漂っています。
だからこそ大切にしたいのは、違いを受け入れ
合い、支え合いながら共に生きていける社会
です。
誰もが安心して、自分らしく暮らせる――
そんな「共に生きる」社会の実現を
目指して、これからも一歩一歩、
取り組みを重ねてまいります。

公明党京都市会議員団として、 「人と人を結ぶ新しい協働プラットフォームのあり方に関す
る調査研究」の政策提言を松井市長へ提出しました。
京都市が掲げる 「すべての人に居場所と出番のある社会」 の実現に向けて、さらに深める
べきポイントを5つの提言としてまとめています。

「新しい公共」のあり方をどのように深化させていくのか、この調査研究がより良い京都の
未来につながることを願っています！

物価高騰対策に全力！市民生活を守り抜く確かな実現力！

〇皆様の声がカタチになりました
・地下鉄の安心・安全　1／10
・横断歩道の引き直し　3／31
・カーブミラー設置　4／12
・医療的ケアが必要な方への災害時の電源確保　12／7　委員会質疑

〇小さな声をカタチに　or  ちょっといい話
　　注意喚起の路面表記　2／13
音響信号の音量を上げる（竹田久保町交差点）1／18

〇未来デザイン　始動！
・新しい図書館へ！コミュニティーの場となり、まりづくりの拠点となる
多機能な図書館づくりに着手
・科学センターのリニューアルへ向けて、計画が進みます

高齢者 ・ 障害者施設へ
物価高騰対策支援金
2023年度 ・ 2024年度
対象 ： 市内の介護 ・ 障害者施設
光熱費 ・ 食材費の増加分を給付

中小企業等物価高騰
対策“追加”支援金
2023年 7月～

法人3万円　個人事業者2万円（定額）
対象 ： 中小企業 ・ 個人事業者

くらし応援給付金
2025年 1月～

1世帯3万円 + 子ども1人2万円

対象 ： 住民税均等割非課税世帯
         うち、18歳以下の子どもがいる世帯は加算
　　   　

くらし応援給付金（不足額給付）
2025年 8月～ 2025年度は7月～9月

不足分（給付Ⅰ）、 原則4万円（給付Ⅱ）

対象 ： 調整給付に不足が生じた方（給付Ⅰ）
         定額減税 ・ 低所得給付に漏れた世帯（給付Ⅱ）

学校給食費の値上げ
回避補助

電気 ・ 光熱費の補助

2022年度

約1.５億円 給食費据え置きを実現
対象 ： 市内の小中学校

利用量に応じて自動的に値引き補助
LPガスの補助、ガソリン補助なども実施

対象 ： 家庭 ・ 事業者問わず

小さな声が大きな力に ！ 実現した支援金 ・ 給付金



「医療的ケアが必要な方への災害時の電源確保」
「慢性閉塞性肺疾患(COPD)」について委員会で質疑
 しました。
 COPDは肺の生活習慣病で、予防と早期発見が重要です。
 周知活動と、治療の充実を推進しています。

代表質問　「平和と文化の都市 京都」を目指して

公園のリニューアル

（南明公園）

（毛利橋通り）
（深草南明町）

（住吉公園）

〇皆様の声がカタチになりました
・地下鉄の安心・安全　1／10
・横断歩道の引き直し　3／31
・カーブミラー設置　4／12
・医療的ケアが必要な方への災害時の電源確保　12／7　委員会質疑

〇小さな声をカタチに　or  ちょっといい話
　　注意喚起の路面表記　2／13
音響信号の音量を上げる（竹田久保町交差点）1／18

〇未来デザイン　始動！
・新しい図書館へ！コミュニティーの場となり、まりづくりの拠点となる
多機能な図書館づくりに着手
・科学センターのリニューアルへ向けて、計画が進みます

伏見区役所周辺の道路整備 私道のへこみを補修
「道が狭く、 歩道の傾きが大きくて
歩きにくい」「シルバーカーやベビ
ーカーでは通りづらい」との長年の
ご意見を受けて、 市へ要望を行っ
てきました。 今回の整備では、 歩
道の傾きをできるだけ緩やかにし
つつ、水はけのよい設計にも工夫さ
れています。 
区役所へ向かう道が、以前よりずっ
と歩きやすくなりました！

深草南明町の私道にできたデコボコ…。
「なんとかしなければ！」 と立ち上がった町
内会長さんと、 協力してくださった町内の
皆さんのおかげで、 補修が完了しました！
京都市では、 私道の舗装新設工事や舗装
補修工事を実施する際に、 標準工事費の
4分の3の助成を行っています。 

地域コミュニティの憩いの場として、防災の備えとしても頼れる拠点に。

委員会での質疑　COPDについても予防と早期発見へ

このたび、 南明公園と住吉公園がリニューアルされました。
公園には、 新しく インクルーシブ遊具や健康遊具が設置され、 さらに木々も植えられて自然豊かな憩いの場に生まれ変わりました ！
これからも“みんなが笑顔になれる公園”を、 皆さまと一緒につくります ！

4人が繋いだバトンで届いた声が実現 ！

共生のカタチ。知恵と工夫で桜を守る ！

（竹田久保町交差点）

（京阪藤森駅疏水沿い）

世界の情勢が混沌とする今、「文化の力」で「平和」に貢献する都市として使命を果たす為、
平和文化月間のイベントの充実、文化交流を通じて国際平和への貢献につなげていくこと、
平和に関する国際会議を誘致し「平和と文化の都市 京都」を世界に広く示すことを求めました。

［その他の質問項目］
　〇青少年科学センターのリニューアルについて
　〇人と人を結ぶ新しい協働プラットフォームのあり方について
　〇災害時における避難所の環境改善について
　〇サーキュラーエコノミーの取り組みについて

（京阪藤森駅東口）

詳しくはこちら ➡

京阪藤森駅東口の道路が歩きやすくなりました ！
駅前の道路が舗装し直され、
歩きやすくなりました！
地域の皆さんが声を届けて
くださり、京阪電鉄さんのご
協力で実現しました。
安全でやさしいまちづくりを
これからも一歩ずつ、進めて
いきます。

以前より消えかけていた横
断歩道の表示について、 関
係機関へ要望をお伝えして
おりましたが、 このたび引き
直しが完了しました ！
皆さまの声と地道な活動が
地域の安全に繋がりました。

「音響信号の音が小さい」というお困
りの声をいただきました。
詳しく伺うために辿った先で分かった
のは、 視覚に障害のある方の切実な
ご要望でした。
警察に要望を伝えると、 迅速に調査を
行い、 音量を上げていただきました ！
真心で繋がったバトンが、 課題解決へ
の一歩を生みました。

京阪藤森駅近くの道。 地域の皆さんに愛される
桜の木、 その根が道路を押し上げ、 転倒の危険
があるとの声が届きました。 
すぐに現地を確認し、 関係機関と相談。 どうす
れば安全に、 そして桜を大切に守れるかを検討。
そこで、 注意喚起の路面標示が施されました ！
これで、 皆さんが安心して通れる道を守ること
ができました。

横断歩道の引き直し

（竹田段川原町）


